
人
工
芝
と

遮
熱
塗
料
で

夏の定番商品
として注目！

猛

　対
策

天
然
芝
の
代
替
品
か
ら
脱
却暑
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防水・塗装の劣化・損傷も気付いたら即再施工!
エレガンストーンと遮熱塗料の最強タッグ
住宅消費税対策、需要の平準化へ「十分な対策」

分
か
る
よ
う
に
な
り
、
ど

ん
な
情
勢
の
変
化
に
も
柔

軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

な
る
の
で
す
。
我
々
も
年

齢
を
問
わ
ず
老
若
男
女

「
素
直
な
心
」
で
、
最
高

善
の
価
値
創
造
人
生
を
歩

ん
で
行
き
た
い
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
「
素
直
な
心
」

は
、
健
康
長
寿
の
基
本
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
病
は
気
か
ら
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
健
全

な
心
の
あ
り
方
が
健
康
長

寿
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る

の
で
す
。

　
い
ま
や
人
生
一
〇
〇
年

時
代
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、

健
康
寿
命
が
実
現
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
は
、
定
期

健
診
に
よ
り
病
を
早
期
発

見
し
治
療
す
る
こ
と
に
と

ど
ま
ら
ず
、
生
活
習
慣
を

改
め
健
康
を
増
進
す
る
こ

と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
人
生
が
一
〇
〇
年
時
代

な
ら
、
住
宅
も
一
〇
〇
年

以
上
住
め
る
、
長
寿
命
住

宅
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
人
間
同
様

に
、
住
ま
い
も
定
期
健
診

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
不
具
合
を
早
期
に
発
見

し
て
修
繕
す
る
こ
と
が
、

長
寿
命
住
宅
へ
の
第
一
歩

と
な
り
ま
す
。

　
先
ず
は
、
住
ま
わ
れ
て

い
る
方
に
問
診
し
、
気
に

な
る
こ
と
や
不
具
合
等
の

不
安
要
素
を
聞
き
出
し
ま

す
。
そ
し
て
、
①
床
下
環

境　
②
屋
根
裏
・
壁
内　

③
ト
イ
レ
・
洗
面
・
浴
室

・
キ
ッ
チ
ン　
④
外
壁
・

屋
根
な
ど

の
重
要
箇

所
の
点
検

・
診
断
を

実
施
し
て

く
だ
さ
い
。

　
豊
か
で
快
適
な
生
活
の

実
現
に
は
、
住
み
継
ぐ
家

の
健
全
性
を
い
か
に
確
保

す
る
か
と
い
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
住
ま
い
の
点

検
・
診
断
か
ら
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
手
が
け
る
ハ
ウ

ス
ビ
ル
ダ
ー
さ
ま
、
建
築

会
社
さ
ま
の
お
力
な
し
に

は
実
現
で
き
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
み
な
さ
ま
の
お
手
伝

い
を
躍
進
に
お
任
せ
い
た

だ
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま

す
。

　
早
い
も
の
で
、
平
成
三

十
年
も
折
り
返
し
地
点
を

過
ぎ
、
下
半
期
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
年
頭
に
掲

げ
た
目
標
の
進
捗
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
松
下
幸
之
助
翁
は
、
成

功
す
る
人
は
成
功
す
る
ま

で
諦
め
な
い
で
、
ど
ん
な

困
難
を
も
乗
り
越
え
成
功

す
る
ま
で
や
り
き
る
か
ら

成
功
す
る
と
喝
破
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
ま
さ
し
く
、

単
純
に
し
て
極
め
て
シ
ン

プ
ル
な
真
理

で
す
。

　
ま
た
、
幸

之
助
翁
は

「
素
直
な

心
」
を
最
も
大
切
に
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
素
直
と
言
う
と
、
お
と

な
し
く
、
何
で
も
人
の
言

う
こ
と
を
よ
く
聞
く
こ
と

だ
と
解
釈
さ
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
幸
之
助
翁

の
「
素
直
な
心
」
は
、
利

害
や
感
情
、
知
識
や
先
入

観
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
も
の

に
と
ら
わ
れ
ず
、
物
事
を

あ
り
の
ま
ま
に
見
る
心
の

こ
と
で
す
。

　
「
素
直
な
心
」
に
な
れ

ば
、
物
事
の
実
相
が
見
え
、

何
を
成
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
か

　
も
う
す
っ
か
り
躍
進
の
夏

の
定
番
商
品
と
な
り
ま
し
た

人
工
芝
。
バ
ル
コ
ニ
ー
の
緑
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
下
地
に
用

い
る
も
の
で
、
天
然
芝
の
代

替
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら

脱
却
し
た
高
級
感
溢
れ
る
品

質
が
大
い
に
注
目
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　
天
然
芝
は
、
目
土
（
め
つ

ち
）
を
は
じ
め
、
肥
料
、
芝

刈
り
、
養
生
等
極
め
て
多
く

の
手
間
が
か
か
り
、
素
人
に

は
管
理
が
な
か
な
か
難
し
い

も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
人
工
芝
は
お
手

入
れ
が
ほ
ぼ
不
要
。
放
置
し

て
も
荒
れ
る
こ
と
も
な
く
景

観
も
維
持
さ
れ
ま
す
。
耐
久

性
も
風
合
い
も
優
れ
た
も
の

が
数
多
く
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
屋
根
や
屋
上
に
天
然
芝
を

植
え
込
ん
で
、
室
内
を
猛
暑

か
ら
守
る
シ
ス
テ
ム
は
以
前

か
ら
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

天
然
芝
は
管
理
上
の
問
題
等

で
、
限
ら
れ
た
形
状
の
お
住

ま
い
に
し
か
用
い
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
躍
進
の
遮
熱
塗

料
（
三
面
参
照
）
と
人
工
芝

を
併
用
す
れ
ば
、
同
じ
よ
う

な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
現
在
、
遮
熱
塗
料
と
合
わ

せ
て
の
ご
注
文
、
お
問
い
合

わ
せ
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
不
明
な
点
は
躍
進
ま

で
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
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お問い合わせは

躍進までお気軽に！

気付いたら即再施工！気付いたら即再施工！
防水・塗装の劣化・損傷も

実施しましょう!

床下点
検

は

オールシ
ーズン

（2）2018 年（平成 30年）7 月 1日（日） 月刊　住宅情報誌　躍進

怠
る
と
、
防
水
効
果
が
薄
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
日
常
生
活
で
の
履
物
に
よ

る
ト
ッ
プ
コ
ー
ト
の
損
傷
だ

け
で
な
く
、
ド
レ
ン
部
分
の

詰
ま
り
に
よ
る
オ
ー
バ
ー
フ

ロ
ー
な
ど
に
は
、
適
切
な
対

策
が
必
要
で
す
。

　
躍
進
は
、
春
季
よ
り
床
下

点
検
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
が
、

点
検
は
お
気
づ
き
の
と
き
に

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
い
つ
で
も

実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
、
外
壁
の
劣
化
・

損
傷
を
発
見
し
た
ら
す
ぐ
に

再
施
工
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

れ
が
住
宅
を
長
持
ち
さ
せ
る

最
良
の
秘
訣
な
の
で
す
。

　
外
壁
の
塗
り
替
え
時
を
示

　
地
場
の
工
務
店
さ
ま
、
ビ

ル
ダ
ー
さ
ま
と
と
も
に
、
健

康
で
快
適
な
住
環
境
づ
く
り

に
邁
進
す
る
「
地
域
の
ホ
ー

ム
ド
ク
タ
ー
」
躍
進
は
、
そ

の
主
要
事
業
で
あ
る
防
水
、

木
材
保
存
、
塗
装
工
事
を
も

っ
て
、
長
持
ち
す
る
住
環
境
、

生
活
の
舞
台
づ
く
り
を
担
っ

て
お
り
ま
す
。

　
防
水
層
や
塗
装
面
は
、
日

常
生
活
の
摩
擦
や
衝
撃
で
ど

ん
ど
ん
劣
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
躍
進
の
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン

ス
で
あ
る
Ｆ
Ｒ
Ｐ
防
水
の
保

証
期
間
は
一
〇
年
で
す
が
、

防
水
層
を
保
護
す
る
ト
ッ
プ

コ
ー
ト
の
塗
り
直
し
な
ど
を

す
兆
候
と
し
て
以
下
の
よ
う

な
現
象
が
あ
げ
ら
れ
ま
す

（
写
真
左
上
参
照
）。

① 

外
壁
を
手
で
こ
す
る
と
手

に
粉
が
付
い
て
く
る
。

②
外
壁
の
汚
れ
が
目
立
つ
。

③
塗
膜
が
剥
が
れ
て
い
る
。

④ 

外
壁
に
ひ
び
割
れ
が
入
っ

て
い
る
。

　
も
し
こ
れ
ら
の
症
状
が
一

つ
で
も
あ
て
は
ま
っ
た
ら
、

そ
れ
は
塗
り
替
え
の
時
期
が

き
て
い
る
サ
イ
ン
で
す
。

　
外
壁
の
再
施
工
で
は
、
高

弾
性
の
つ
や
消
し
塗
料
と
し

て
す
っ
か
り
お
な
じ
み
と
な

っ
た
『
ビ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン
ウ

ォ
ー
ル
』（
写
真
左
中
三
枚
参

照
）
を
お
薦
め
し
て
お
り
ま

す
。
柔
ら
か
い
の
に
汚
れ
に

く
く
、
塗
膜
表
層
に
ナ
ノ
ビ

ー
ズ
が
配
列
さ
れ
汚
れ
を
ガ

ー
ド
。
さ
ら
に
表
層
は
ラ
ジ

カ
ル
架
橋
に
よ
っ
て
汚
れ
を

跳
ね
返
す
強
靭
な
鎧
と
な
っ

て
お
り
、
ト
ッ
プ
コ
ー
ト
が

不
要
な
の
で
す
。

　
台
風
・
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
シ

ー
ズ
ン
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

い
ち
早
く
防
水
や
塗
装
の
再

施
工
を
行
え
ば
、
家
の
寿
命

と
資
産
価
値
は
ア
ッ
プ
し
ま

す
。
床
下
点
検
、
防
水
・
塗

装
は
、
躍
進
ま
で
ご
相
談
、

ご
依
頼
く
だ
さ
い
。
お
気
軽

に
ご
連
絡
を
。

定
期
的
な
床
下
点
検
と

防
水
・
塗
装
の
再
施
工

こ
そ
が
住
宅
を
長
持
ち

さ
せ
る
秘
訣

塗
り
替
え
サ
イ
ン
に

要
注
意

塗装サンプルを曲げても
（写真左および下）一切ク
ラックが入らない優れた
弾性を誇る。

➡

Ｆ
Ｒ
Ｐ
再
施
工before

after



最強タッグが実現！最強タッグが実現！
エレガンストーンと
　　遮熱塗料の
エレガンストーンと
　　遮熱塗料の

足場パックＮ（ネクスト）サマーキャンペーン
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躍
進
で
は
現
在
、
リ
フ
ォ

ー
ム
総
合
提
案
「
足
場
パ
ッ

ク
」
の
ビ
ル
、
マ
ン
シ
ョ
ン

等
中
高
層
建
築
物
、
集
合
住

宅
向
け
の
塗
装
・
防
水
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
型
新
商
品
「
足
場

パ
ッ
ク
Ｎ
（
ネ
ク
ス
ト
）」の
、

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展

開
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
た
び
本
誌

一
面
で
も
ご
案
内
し
て
い
る

夏
季
の
定
番
商
品
の
遮
熱
塗

料
と
自
然
石
調
の
装
飾
仕
上

塗
材『
エ
レ
ガ
ン
ス
ト
ー
ン
』

　
ま
た
、
気
温
が
二
五
℃
を

下
回
る
と
、
熱
収
縮
が
始
ま

り
機
能
材
の
構
造
特
性
に
よ

っ
て
、
室
温
低
下
を
抑
制
し

ま
す
。

　
躍
進
本
社
の
社
屋
・
屋
根

に
お
い
て
熱
交
換
塗
料
を
塗

装
し
（
左
上
写
真
参
照
）、熱

交
換
効
果
に
関
す
る
デ
ー
タ

も
取
得
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
供
た
ち
に
熱
交

換
塗
料
を
塗
布
し
た
エ
リ
ア

に
立
っ
て
も
ら
い
、
炎
天
下

で
も
足
裏
が
熱
く
な
ら
な
い

こ
と
を
示
し
ま
し
た
（
中
上

写
真
参
照
）。

　
家
の
外
側
は
、
既
に
ご
好

評
を
い
た
だ
き
、ご
注
文
、問

い
合
わ
せ
を
多
数
い
た
だ
い

て
い
る
『
エ
レ
ガ
ン
ス
ト
ー

ン
』
を
採
用
し
ま
し
た
（
右

下
写
真
参
照
）。

　
自
然
石
の
無
機
系
素
材
が

ベ
ー
ス
で
、
建
物
の
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
部
分
に
用
い
る
だ
け

で
な
く
、
戸
建
て
住
宅
の
外

壁
に
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
然
の
風
合
い
を
活
か
し
た

意
匠
性
を
持
ち
、
壁
面
を
多

彩
に
演
出
し
ま
す
。

　
主
な
特
長
は
以
下
の
通
り
。

【
意
匠
性
】

　
豪
華
な
自
然
石
調
の
仕
上

が
り
が
得
ら
れ
ま
す
。

床下用攪拌・換気システム

http://yakushin.jp/
exterior-painting/

を
組
み
合
わ
せ
、〝
夢
の
最
強

タ
ッ
グ
〟
を
実
現
さ
せ
ま
し

た
。
省
エ
ネ
機
能
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
で
、
よ
り
資
産
価

値
ア
ッ
プ
さ
せ
ま
す
。

　
熱
交
換
塗
料
の
特
徴
は
、

二
五
℃
を
分
岐
点
に
、
入
熱

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。

　
塗
面
は
熱
を
貯
め
に
く
い

性
質
を
も
ち
、
同
時
に
高
い

耐
久
性
を
示
し
ま
す
。
気
温

が
二
五
℃
以
上
の
場
合
、
熱

緩
和
反
応
を
示
し
ま
す
。

【
耐
久
性
】

　
無
機
系
素
材
の
使
用
に
よ

り
、耐
久
性
に
優
れ
ま
す
。

【
超
低
汚
染
仕
様
】

　
超
低
汚
染
型
の
ク
リ
ヤ
ー

ト
ッ
プ
を
施
工
す
る
こ
と
で
、

耐
汚
染
性
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
本
誌
は
モ
ノ
ク
ロ
印
刷
で

す
の
で
、
色
合
い
を
は
じ
め
、

全
体
的
な
風
合
い
、
さ
ら
に

施
工
手
順
は
、
左
記
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
な
ら
び
に
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、「
足
場
パ
ッ
ク
Ｎ

（
ネ
ク
ス
ト
）」
の
テ
ー
マ
は
、

床
下
を
健
康
管
理
し
「
家
を

内
外
か
ら
資
産
価
値
ア
ッ

プ
！
」
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。そ
の
た
め
、い
ま
や
「
足

場
パ
ッ
ク
」
を
代
表
す
る
目

玉
商
品
と
な
っ
た
『
飛
騨
炭 

床
下
調
湿
材
』『
カ
ー
ボ
エ
ー

ス
』『
床
下
用
攪
拌
・
換
気
シ

ス
テ
ム
』
の
「
床
下
三
点
セ

ッ
ト
」（
左
下
写
真
参
照
）は
、

シ
ロ
ア
リ
・
腐
朽
菌
対
策
と

し
て
必
要
不
可
欠
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
足
場
パ
ッ
ク
Ｎ
（
ネ
ク

ス
ト
）」の
ご
注
文
、ご
案
内

は
、躍
進
ま
で
お
気
軽
に
。み

な
さ
ま
の
ご
連
絡
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

自
然
石
風
の

高
い
意
匠
性
が
魅
力
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K048-688-3388　N048-680-7615
〒107-0062 東京都港区南青山2-2-8 DFビル2F
K03-6804-2541　N03-6804-2542

事 業 内 容

ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

住
宅
消
費
税
対
策
、需
要
の
平
準

化
へ「
十
分
な
対
策
」政
府
方
針
原
案

2018 年（平成 30年）7 月 1日（日） 月刊　住宅情報誌　躍進 （4）

に
進
め
る
も
の
で
す
。
空
き

家
の
利
活
用
、
住
宅
の
良
質

化
・
省
エ
ネ
化
、
リ
フ
ォ
ー

ム
の
推
進
、
不
動
産
管
理
業

の
適
正
化
も
進
め
ま
す
。

　
国
土
交
通
省
は
六
月
八
日
、

官
民
連
携
に
よ
る
「
空
き
家

所
有
者
情
報
」
の
活
用
を
促

進
す
る
た
め
、
先
進
事
例
を

踏
ま
え
て
市
町
村
向
け
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
拡
充
し
ま
し
た
。

　
拡
充
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①

　
政
府
は
六
月
五
日
、
経
済

財
政
諮
問
会
議
（
議
長
：
安

倍
晋
三
首
相
）
で
「
経
済
財

政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

二
〇
一
八
」、い
わ
ゆ
る
「
骨

太
の
方
針
」
の
原
案
を
示
し

ま
し
た
。

　
二
〇
一
九
年
十
月
一
日
の

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る

需
要
変
動
を
平
準
化
す
る
た

め
、
税
率
引
上
げ
後
の
住
宅

の
購
入
支
援
に
つ
い
て
、
税

制
・
予
算
に
よ
る
十
分
な
対

策
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ

と
を
明
記
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
住
宅
関
連
で

は
、
既
存
住
宅
市
場
の
活
性

化
を
進
め
る
こ
と
も
盛
り
込

み
ま
し
た
。
公
的
賃
貸
住
宅

を
活
用
し
、
若
者
・
子
育
て

世
代
が
安
心
し
て
結
婚
・
子

育
て
し
や
す
い
住
環
境
の
整

備
や
、
高
齢
者
ら
の
住
み
替

え
へ
の
支
援
な
ど
を
一
体
的

所
有
者
本
人
の
同
意
が
得
ら

れ
れ
ば
、
課
税
情
報
を
含
む

空
き
家
所
有
者
情
報
の
民
間

事
業
者
等
へ
の
提
供
が
可
能
、

②
空
き
家
の
所
在
地
・
所
有

者
の
特
定
に
活
用
で
き
る
情

報
と
し
て
、
固
定
資
産
税
課

税
情
報
に
加
え
て
、
不
動
産

登
記
情
報
、
水
道
閉
栓
情
報
、

自
治
会
等
か
ら
の
情
報
、
死

亡
届
等
を
例
示
、
③
京
都
市

な
ど
の
取
組
に
加
え
て
、
厚

木
市
、
伊
賀
市
、
太
田
市
、

青
梅
市
、
和
歌
山
市
な
ど
の

先
進
的
な
取
組
事
例
を
紹
介
、

な
ど
で
す
。

　
同
省
は
今
後
、
市
町
村
と

民
間
事
業
者
等
の
連
携
に
よ

る
空
き
家
の
流
通
、
利
活
用

の
更
な
る
促
進
に
向
け
て
同

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知
を
図

る
予
定
で
す
。

　
国
土
交
通
省
は
六
月
十
三

日
、
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
（
空
家

法
）
の
施
行
状
況
等
を
公
表

し
ま
し
た
。

　
国
交
省
と
総
務
省
が
地
方

公
共
団
体
を
対
象
に
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
三
月

三
十
一
日
時
点
）
の
結
果
を

大工の人数は2030年21万人に　野村総研が予測

　野村総合研究所（東京都千代田区）は、大工の人数が
2030年に21万になるとの予測を発表しました。大工の高
齢化、産業間の人材獲得競争の激化などの影響により減少
が進むとの見方を示しました。
　同社は2030年の新設住宅着工を約60万戸と推測してお
り、大工1人あたり年2.9戸。今後は新設住宅着工戸数の減
少幅を、大工の人数の減少幅が上回ることになり、生産性の
向上が求められるとしています。

民泊制度に「賛成」6割超も
「利用したい」は4割に　スマイスター調べ

　不動産の比較査定サイト「スマイスター」を運営するリビ
ン・テクノロジーズ（東京都中央区）は、6月15日の住宅宿泊
事業法（民泊新法）施行に合わせて、「スマイスター」を利用し
た40歳以上の男女全国418人を対象に「民泊」についての
調査を行いました。
　民泊の利用経験が「ある」と答えたのは全体の4％で、「今
後民泊を利用したいか？」という質問には、約6割が「したく
ない」と回答しました。
　民泊について「知っている」と答えたのは46.7％で、認知
度は半数以下という結果になりました。
　年代別では、40代では40％、50代では45.5％、60代以
上では54.7％が「知っている」と答え、年齢が上がるにつれ
認知度が高くなることがわかりました。
　また、知っている民泊サイトについて聞いたところ、「なし」
が85.4％となりました。
　民泊制度についてどう思っているかという質問には、63
％が「賛成」「どちらかというと賛成」と回答。特に60代以上
では、69％が民泊制度に好意的でした。
　賛成の理由としては、すべての年代で約6割が「空き家（空
室）の活用ができる」点をあげています。以下、「宿泊施設不足
の解消になる」「地域が活性化する」と続き、民泊を利用する
外国人観光客が訪れることをメリットとしてとらえている人
が多いことがうかがえる結果となりました。
　一方、反対している人に理由を聞いたところ「犯罪に利用
されたら困る」が最も多く、40代で57.5％、50代で60.9％、
60代以上では69.6％となりました。
　「機会があれば民泊を経営したいか？」という質問には、
40代で22.8％、50代で24.8％、60代以上で14.9％が「経
営したい」と回答。すでに経営している人も含めて、理由とし
て最も多かったのは「空き家（空室）を活用できる」でした。
　また「投資目的」をあげた人は、40代24.0％、50代34.0
％だったのに対し、60代以上では4.4％にとどまっています。
　回答者の内訳は、40代25.1％、50代39.5％、60代以上
35.4％。

「
空
き
家
所
有
者
情
報
」

市
町
村
向
け
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
拡
充	

国
交
省

空
家
等
対
策
計
画
の
策

定
状
況
、
二
〇
一
八
年

度
末
に
六
割
超
見
込
み

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
空
家
等
対
策
計
画
の
策
定

状
況
は
、「
既
に
策
定
済
み
」

の
市
区
町
村
が
約
半
数
（
四

五
％
）
の
七
七
四
団
体
、
二

〇
一
八
年
度
末
時
点
で
「
策

定
予
定
あ
り
」
の
市
区
町
村

を
合
わ
せ
る
と
六
割
超
の
一

一
〇
一
団
体
と
な
り
ま
し
た
。

　
都
道
府
県
別
の
策
定
状
況

で
は
、
今
回
初
め
て
策
定
済

み
市
町
村
の
割
合
が
一
〇
〇

％
と
な
っ
た
高
知
県
を
は
じ

め
、
富
山
県
、
滋
賀
県
の
順

に
策
定
済
市
区
町
村
の
割
合

が
高
く
な
り
ま
し
た
。
二
〇

一
八
年
度
末
に
は
、
愛
媛
県
、

大
分
県
で
も
全
市
町
村
が
策

定
す
る
見
込
み
で
す
。


